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１．はじめに  

再生骨材の JIS は、2005 年に JIS A5021（コンクリ

ート用再生骨材 H）、2006 年に JIS A5023（再生骨材

L を用いたコンクリート）、2007 年に JIS A5022（再

生骨材 M を用いたコンクリート）が制定された。こ

れらの規格では、アルカリシリカ反応（以下 ASR と

称す）に対して試験等で反応性を確認することにな

っており、JIS A1145 化学法、JIS A1146 モルタルバ

ー法、JIS A1804 迅速試験法が提案されている。この

うち、化学法については骨材に付着しているセメン

トペーストによって危険側に評価されることが指摘

されており、セメントペースト分を塩酸等で溶解さ

せた後に、水洗してから試験を行うことになってい

る。しかし、ペーストの溶解に用いた塩酸等が骨材

自体の化学法結果に及ぼす影響に関しては不明な点

が多い。本研究は、塩酸や硝酸溶液１、２）に浸漬した

骨材の化学法を行い、浸漬前と後の試験結果の比較

検討を行った。 

 

２．実験方法 

2.1 使用した骨材 

実験に使用した骨材は、化学法で「無害でない」

に判定されるチャート 3 種類（Yo：岐阜県産砕石、

Se：愛知県産山砂利、Sa：愛知県産山砂利）と、「無

害」の珪砂（愛知県産）を用いた。骨材の粒度は、

チャートは 0.3～0.15、10～5、25～20mm の 3 種類、

珪砂は 0.3～0.15mm とした。 

2.2 硝酸及び塩酸溶液の骨材浸漬方法 

骨材を浸漬する溶液は硝酸（工業用、濃度 67.5%）

と塩酸（一級試薬、濃度 36.0%）を用いた。浸漬溶

液と骨材の割合は、溶液 1 リットルに対して骨材

300g とした。浸漬時間は 48 時間とし、その後 pH が

7 程度になるまで水道水で洗浄を行った。化学法は溶

液浸漬後に粒度を 0.3～0.15mm に調整してから行っ

た。溶解シリカ量の測定には吸光高度計を用いた。 

 

３．結果及び考察 

3.1 硝酸及び塩酸溶液に浸漬した骨材の化学法結果 

 硝酸及び塩酸溶液に浸漬した 0.3～0.15mm の骨材

の化学法結果を図 1 に示す。チャート Yo は硝酸浸漬

によって Sc/Rc が未処理よりも高くなり、塩酸浸漬

はほとんど未処理と同じ値であった。SeのSc/Rcは、

硝酸浸漬では未処理の 2.4 倍、塩酸浸漬は 2.8 倍と高

く、Sa は同順で 1.1 倍、1.3 倍であった。このことか

ら、硝酸や塩酸にチャートを浸漬すると Sc/Rc の値

が高くなり、その影響は塩酸のほうが顕著である。

また、無害の珪砂は硝酸浸漬しても Sc/Rc の変化は

みられなかった。 

3.2 粒度毎に硝酸溶液に浸漬したチャート骨材の

化学法結果 

粒度毎に硝酸溶液に浸漬したチャート骨材の化学

法結果を図 2～図 4 に示す。チャートの種類によって

差があるが、0.3～0.15mm は硝酸浸漬によって Sc/Rc

が高くなっており、細骨の場合は注意が必要である。

また、Se のように 10～5mm、25～20mm であっても

若干ではあるが硝酸浸漬によって Sc/Rc が高くなっ

ていることから、骨材の種類によっては粗骨材であ

っても硝酸の影響があるようである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 硝酸及び塩酸溶液に浸漬した粒径 0.3～ 

0.15mm のチャートと珪砂の化学法結果 
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3.3 硝酸溶液に浸漬した骨材が溶解シリカ量とア

ルカリ濃度減少量に及ぼす影響 

硝酸及び塩酸溶液に浸漬した骨材と未処理の骨材

の溶解シリカ量の関係を図 5 に、同様にアルカリ濃

度減少量の関係を図 6 に示す。硝酸及び塩酸溶液に

骨材を浸漬すると溶解シリカ量は高く、アルカリ濃

度減少量は小さくなる傾向がある。その傾向は、硝

酸よりも塩酸のほうが大きい。また、無害の珪砂は

硝酸浸漬をしても、溶解シリカ量、アルカリ濃度減

少量とも未処理とほぼ同じであった。 

 

４．まとめ 

本研究で得られた結果を以下にまとめる。 

(1)硝酸や塩酸に浸漬したチャート骨材の化学法結

果は未処理と較べて Sc/Rc が高くなり、粒度が

細かくなるほど顕著であった。 

(2) 塩酸溶液は硝酸溶液と較べて化学法への影響

が大きい。 

(3) 無害の珪砂は硝酸に浸漬しても化学法結果へ

の影響は見られなかった。 
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図 5 硝酸及び塩酸溶液に浸漬した骨材と 

未処理の骨材の溶解シリカ量の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 硝酸及び塩酸溶液に浸漬した骨材と未処 

理の骨材のアルカリ濃度減少量の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 粒度毎に硝酸溶液に浸漬したチャート     図 3 粒度毎に硝酸溶液に浸漬したチャート 

Yo の化学法結果                  Se の化学法結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 粒度毎に硝酸溶液に浸漬したチャート 

Sa の化学法結果 
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